
発達と表現 カリキュラム改善の視点

Ⅲ
期

中学校
第２学年

Ⅱ
期

第５学年

第６学年

中学校
第１学年

下石神井小学校・石神井南中学校　課題改善カリキュラム　図工・美術

　　　　　内容
学習期

下石神井地域の子どもたちに身につけさせたい力

Ⅰ
期

小学校
第１学年 ・自分の感覚や活動を通し

て、形や色などをとらえる
こと。
・形や色などを基に、自分
のイメージをもつこと。

さまざまな
材料・用具
体験

見えるもの
聞こえる音
など、全身
の感覚を
使って感
じ、絵や立
体、工作に
表す

・イメージがもてるように、描きたいものやつくりたいもの
を思いつきやすい環境を整えたり、題材やその提示方法を工
夫する。
・題材について友達と話をしたり、歌を歌ったりする場面を
用意する。
・本や映像などを用意する。
・作例を用意することもできるが、イメージをもつことを導
くための作例。結果を示す作例ではない。

・イメージをもち、さらにイメージが広がったり、ふくらん
だりするような環境を用意したり、題材やその提示方法を工
夫したりする。
・題材によっては、計画を立てるが、途中のひらめきも生か
せるようにする。
・つくりながら試行錯誤できるような題材を工夫する。
・関連した本や映像などを用意し導入時などに提示する。
・作例は、必要に応じて用意する。イメージが広がるように
製作途中の作例もよい。

　描きながら、つくり
ながらお話が進んでい
くように、イメージを
もつ。
　描きたいもの、つく
りたいものを考えきめ
る。

　初めにもったイメー
ジを活かしながら、違
うことにも考えを及ば
せる。
　友達や他の作品など
からも自分のイメージ
をもったり、広げたり
する。

第３学年

　外から受ける事柄か
らのイメージだけでは
なく、内面におけるイ
メージを表す。主題を
もち、そこから自分の
もつイメージを表す。
　自分のもつイメージ
を表すために材料や用
具を適切に扱う。

第４学年

第２学年

中学校
第３学年

・イメージの具現化をくり
返し、発想をしっかりと捉
えられるようにする。

・1つのアイディアに固定
化しないように発想の発展
を促す。

上記の２つの視点を生徒の
活動の実態や題材に合わせ
て指導する。

・自分の感覚や活動を通し
て、形や色、動きや奥行き
などの造形的な特徴をとら
えること。
・形や色などの造形的な特
徴を基に、自分のイメージ
をもつこと。

材料や用具
を適切に扱
う

感じ取った
ことや考え
たことを基
に、絵や彫
刻に表現す
る

さまざまな
材料・用具
体験

感じたこ
と、想像し
たこと、見
たことを絵
や立体、工
作に表す

・イメージをもちやすく、
多方面に広がったりふくら
んだりする題材を設定す
る。また、同じ題材でも提
示の方法や材料、用具など
の扱いによって改善するこ
とができる。

・具体的には、子供たちが
考えたり、選択したり、つ
くりかえたりできる題材や
つくりながらできる形や色
から次の発想がうかぶ題材
設定を考える。

・材料や用具の扱いに関し
ては、創造的に技能の習得
ができるように場面に応じ
た指導、助言をする。

・形や色彩、材料、光など
の性質や、それらがもたら
す感情を理解すること。
・形や色彩の特徴などを基
に、対象のイメージをとら
えること。

・自分の感覚や活動を通し
て、形や色、組み合わせな
どの感じをとらえること。
・形や色などの感じを基
に、自分のイメージをもつ
こと。

・イメージをもち、さらにイメージが広がったり、ふくらん
だりするような環境を用意したり、題材やその提示方法を工
夫したりする。
・活動の最初のイメージも大切にさせるが、製作中に気が付
いたことや思いついたことを生かせるようにする。
・つくりながら試行錯誤できるような題材を工夫する。
・関連した本や映像などを用意し導入時また必要な時にも提
示する。
・作例は、必要に応じて用意する。

・イメージをもち、さらにイメージが深まるように導入時や
活動の過程で資料や作例などの提示方法を工夫する。
・活動の最初のイメージの充実や活動中の内面的な深まりに
よるイメージも大切であることが生かせるようにする。
・つくりながら試行錯誤できるような題材を工夫する。
・関連した本や映像などを用意し、導入時また必要な時にも
提示する。
・作例は、必要に応じて用意する。イメージが深まるように
傾向の似ているものや参考になりそうな作例もよい。

　計画性とひらめきを
もってイメージを具現
化し、さらに広げた
り、ふくらませたりす
る。
　他の表現から自分に
合う表現を見つけ、工
夫する。

大切にしたい力：イメージをもつ 広げる ふくらませる 深める 
（形・色などをもとに） ・本小中学校の子どもたちの表現内容や活動の様子から。 

自分のイメージを 

〔 共 通 事 項 〕  場の設定の工夫や手立て 身につけさせたい力 子供にとってイメージとは 

 スパイラルに、時に行きつ

戻りつする。 


